









筆者は，本授業を205 年度から非常勤講師として担当し. 208 年度に 4 年
目を迎えた。この間，学年も専門も異なる学生に対して，どのような授業
がおこなえるのか試行錯誤した結果，講義，仕事の現場を理解するための
DVD 視聴(年間 4-6 本) ，リアクションペーパー(以下 RP と略す)と
称する紙を媒介としたやりとりで構成される現在の形に至った。なかでも
相互行為を成立させる道具として. RP が果たした役割が大きかった o RP 
の影響をうけながら変遷した授業について，やや長くなるが説明をしてお
くO
社会学 A を担当した初年度 (05 年)は，大教窒での大人数の授業で，
双方向的なコミュニケーションをとることは無理だと考えていた。しかし













布しでも良いかと尋ね，快諾を得た。すると，その RP に応答する RP が
いくつか寄せられた。このことをきっかけとして，受講者に知らせたい内
容の RP を編集し，必要なものにはコメントをつけて配布するようになっ
た。 2 年目 (06 年度)になると受講者から， r講義を聞いたあとに何かを
言いたくてうずうずする」というコメントが寄せられたため，書きたい人
は自由に書いてくれれば良い，と RP 以外にもミニ RP (A 6サイズ)の
用紙を用意した。 3 年目 (07 年度)は，最初から年 4 回の RP と毎回のミ
ニRP を受講者が記述し，授業者が編集し，配布する現在の形態となった。
このように， RP とミニ RP (以下 RP と表記し，特に区別する必要が
ある場合のみ RP' ミニ RP と銘記する)によるやりとりは，一人の受講
者の行為に端を発し，その行為に反応した受講者により作られてきたもの
である D つまり，受講者の主体的な営みのなかからうまれてきたものであ















学高等教育教授システム開発センター 197 ， 201 ， 20 ， 203 ，東北大
学高等教育開発推進センター 207 a， b，大阪大学大学教育実践センター
207) ，日本私立大学連盟のワークショップおよび私立大学の成果をま







帳J (織田 19 1)， rなんで、も帳J (田中 197) についてとりあげる D
「大福帳J は，授業改善が可能になること，受講者の提案が次回の授業
に活かされることを受講者が実感することにより授業への関心が高まると
いう発想から開発された 1枚のカードである(織田 19 1)。そして「何
でも帳」は， r大福帳」という当時きわめて斬新であった試みに示唆さ
れ， 196 年度に京都大学高等教育教授システム開発センターが主催した分














ていたといえるだろう O これらの事例に，今回の研究対象である RP を加
え整理したのが表 1の「ペーパーによる相互行為のある授業の試み」であ
るo









でも帳」は，多くの大切な役割を果たしたという(田中 201 : 20 - 2) 0 






大福帳 何でも般 RP 
主F式 カード (A 4版厚紙) 4 cm x 20cmA 4の綴りに印刷 大学専用用紙 :RPA4(4 回)
片面 7 回，計14 回分 定期的往復書簡 ミニ RPA 6 (毎回)
学生の 授業の感想・提案 授業を通して考えたこと感じたこ 授業内外を問わず何でも
記入 となど「何でも」
授業前 自分の大福帳を受け取る 自分の何でも服を受け取る 前回記入の RP !sおよび今回記入
する白紙を受け取る
授業開始 授業者が代表的なな見や質問など 抜粋，コメント紹介→議論へ 必要なときのみコメント
を紹介し，コメントをする 講義内で引用することもあり
記入 授業終了直前 5 -10 分 授業終了直前15 分程度 授業終了直前10 分程度
授業終了後 次の授業開始までに朱{!J: 短い応答記入，記述のいくつかを 査読→選択→打ち込み→編集→
(授業者) 抜粋 (コメントの記入)→印刷→配布
→次回の授業の椛成に活用
導入の目的 授業・学習活動の充実・活性化 公開実験授業のツール RP: 受秘者の理解度・関心把握
→意味世界の交渉，再帰的.円 ミニ RP 学生からの要望
磁的な関係の形成へ 出欠も兼ねているが記入は任窓







導入校 三重大学(織田揮準) 京都大学(田中毎実) 専修大学(江頭説子)
授業科・目 教育，心理学 「ライフサイクルと教育J (人間 全学部共通科目:社会学 A
対象学生 教育学部学生. 45 名 形成論) 1-4 年 次 登 録127 名
全学共通過年 1-4 回生 70 名





と，またこれへの応答がある」などである(田中 197 : 36 - 7) 0 これ
らのことから，授業者である田中は， n何でも帳』が学生と私，学生と学
生をつなぐコミュニケーションの場になっているJ (田中 197 : 37) こ
とを発見した。
さらに田中は，現象学的・生態学的アプロ}チから，授業という日常性


























いう力動的活動こそが，教育的にみて大切なのである(田中 203 : 32
- 3) 0 
受講者が主体的に考えるプロセスについての一考察 67 
筆者は，授業が構造化されていくプロセスを「遭遇期j，I探索期j，I確




「何でも帳J は観察者のなかで 7名が分析を行っている o ここでは，
相互行為の構造をあきらかにするという視点から授業を分析した大山
(20 1) ，学生の世界から大学教育を分析した溝上 (20 ，203) ， I何で
も帳」の限界性について言及した井下 (201) の分析について述べていく O
大山はまず，相互行為分析の方法論を聞い直し， (1) 授業分析の方法論の



































する。可能性があるとすれば 3次世代型「何でも l脹J としての「電子何


















互行為分析を用いて， RP を媒介とした相互行為の構造を分析していく O
まず， RP の概要について説明したうえで， 207 年度に記述された RP を
「遭遇期j，I探索期j，I確立期」の 3段階で分析し，さらに RP のもつ「読
む機能」について述べていく O
3. 1 授業および RP の概要
受講者は入室すると，講義で使用するレジメや資料の他に 2週日からは
前回記述した RP を編集したペーパー(以下 RP 集とする)，当日講義終
了直前に記述するための用紙を取る o RP の記述に要する時間は，ミニ RP






205 : 71) の働きを重視することから，自由な記述というスタンスを原則












RP を編集する手順は，査読，掲載する RP の選択，パソコンへの打ち























わしたのが，表 2 rRP の年間の推移 (207 年度)J である O
3.2 RP の機能分析 -i 遭遇期/探索期/確立期 J-
まず，受講者自身が RP をどのように捉えていくか，その変化を分析す
ることにより， RP のもつ機能についてあきらかにしていく O 分析は， r遭
遇期J，r探索期J，r確立期J (田中 20 1， 203) の 3段階でおこなう O
時期的な目安として，遭遇期は 4 月の初回から第 1 回の RP を記述する 6
月末までの約 2 ヵ月間，探索期は第 l 回の RP 集を読んでから第 2 回の




るO しかし，受講者が記述した RP を読むことにより， r同じ講義をうけ
ている他の皆が何を感じているのかわかって面白い」といったように， RP 
に対する考え方が徐々に変化してくる O 特に，第 l 回の RP 集を読んだあ
とに， RP に対する考え方が大きく変化する O
「遭遇期」における授業者の役割は，感情を自由に表現することが受容




ことJ を理解させる必要がある O 考えることの楽しさ，重要性を理解させ
ることにより，受講者が授業へ主体的に参加するように導くことが課題と
72 







O 4月 5月 5月 5月 6月間 6月間 7月 7月 7月 9月 9月 10 月 10 月 10 月 10 月 1 月 1 月 1 月 12 月 12 月 12 月
27 日1 日18 日25 日 8日 15 自2 日28 日 6日 13 日20 日21 日28 日 5日 12 日19 日26 日 9日 16 日30 日 7目 14 日21 日
-+-提出枚数 83 78 91 89 85 8 83 8 82 89 95 81 7 85 8 82 67 74 8 69 7 7 105 
-穏や四採用件数 14 3 18 16 21 33 32 76 53 40 84 68 65 57 7 68 4 5 48 59 60 61 75 
"^常明頁数 12 8 48 16 12 48 18 20 16 40 20 8 16 20 16 16 15 24 
筆者作成






































































































































































































































ra l 假hｼh,ﾂ5(78ｲ授業の内容のある側面を穿きとめ,そこに｢面目かつた｣ ｢つまらなかつた｣といった類の感想を足したようなもの B4 迭3 4 釘         
● l h.依授業の内容とはほほ無関係に自分の思ったことや 感じたことのみが独り言のように記述されたもの 3 迭8 4 唐        
Lc 假hｼh,5(7(6r授業の内容を受けとめ,それを自分にひきつ けて考え自分なりの考えが記述されたもの 9 鼎4() 鉄53 R           
a ,5(7(6r他者が記述したRPの内容をうけとめ,それを自分 にひきつけて考え自分なりの考えが記述されたもの 1 "6 0 途            
e 佝アルバイト,ゼミ,クラブ活動,就職活動等 の経験について記述されたもの 澱6 釘9 "4 迭        
∫ 倡hﾖﾂ経験や,調査,本を読んだことにもとづいて 考え内分なりの意見が記述されたもの Z 9 迭5 2        
ど 俎8荒思考した結果,何かしらの行為に移子■iしたも の り 2 0 白        
h 忍gB5(7(6r視聴したDⅥ)の内容をうけとめ,それを自分にひ きつけて考え,自分なりの考えが記述されたもの 52 1 0             
1 ｸ,ﾉﾂ自耗他 28 釘3 4           
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